
コマツヨイグサ（小待宵草）アカバナ科マツヨイグサ属＊花期＝4～11月

名前の由来＝コは小さい、宵を待って花が咲くので。海岸や海辺などに多くある植物です、高槻の河川敷にも

あります、北アメリカ原産の帰化植物です、明治の頃、観賞用として輸入、夜を待って黄色の花を開き、朝に

なると萎み花弁が赤っぽくなる、一夜花です。花弁を採取してさっと湯がき３杯酢で食べることが出来ます。

＊花言葉＝ほのかな恋・物言わぬ恋・浴後の美人・等、別名でヨイマチグサ、ツキミソウ、と言われるのは

オオマツヨイグサを指して言われる、特に『宵待ち草」と大正期の詩人、竹下夢二の詩にメロデイを付けて

歌われたのが、別名の宵待ち草と言われるようになった、おそらく竹下自身が間違えたのであろうと思われる

その他に、マツヨイグサには、オオマツヨイグサ・マツヨイグサ・メマツヨイグサ、等があります。

オシロイバナ（白粉花）オシロイバナ科オシロイバナ属＊花期＝６～１０月

名前の由来＝種の中にある白い粉が、子供の頃お化粧道具として扱われ「白粉（オシロイ）」

から名付けられた、昔はその「白粉」を付けて遊んだことからと言われる。江戸時代に中南米

から渡来。観賞用として栽培されていたのが野生化して、日本全土に帰化分布している。

＊花言葉＝恋を疑う・臆病・内気。３～４時ごろに花が咲き始めて翌朝つぼむ一夜花です。

故に、別名夕化粧ともいわれる。薬効があり、葉は切り傷薬やタムシの治療薬として、根は

利尿薬、関節炎薬として利用されていた。

ママコノシリヌグイ（継子尻拭）タデ科イヌタデ属＊花期＝5～10月

名前の由来＝血の繋がらない憎い継子のお尻を、棘のある葉や茎で拭いてイジメたことからこの名前

ガ付いたとと言われる。他の草や木に寄りかかりながらツル性の茎を延ばし盛んに分枝、葉は三角で

互生、最大の特徴は、枝の陵にそつて下向きに鋭いトゲが並んでいること、別名、花の形がソバに

似ていることから「トゲソバ」ともいわれる。よく似た植物に、ウナギツカミ・イシミカワがある

＊花言葉＝見かけによらない・変わらぬ愛情

アガパンサス（和名・ムラサキクンシラン・紫君子蘭）ヒガンバナ科アガパンサス属

花期＝５～７月、園芸品種ですが、最近庭や家の前の植え込みによく植えられており、青紫色の可憐な花を見

かけることが多いので、その名前の由来などを調べました、アガパンサスとはギリシャ語で愛を意味するagape

（アガペー）と花を意味するanthos(アントス）の組み合わせでつくられた、古代ギリシャに於いてアガペイの

意味する愛は情熱的なものでなく、無償の愛や自己犠牲的な愛を表現します。＊花言葉＝愛の始まり・恋の訪

れ・優しい気持ち・ラブレター。白い花は「誠実な愛」・青紫のはなは｛知的な装い」の花言葉がある。

和名のムラサキクンシランは紫は花色で、君子蘭は中国の孔子、儒教の創始者の高潔な人格を表すためになずけられた。

シロザ（白藜)ヒユ科アカザ属＊花期＝８～１０月

名前の由来＝葉つぱの表面にうっすらと白い粉が付いているため付けられた。原産地は中国、古い

時代に渡来、日本全国に分布、道端や畑、海岸の砂地などに自生して６０cm～１５０cmの高さにな

る。枯れた後、茎が固いので杖にもなったようです、一番の特徴は先端の若葉が白っぽく見える事

です、白く見えるのは葉に密集して付く白い粉状物によるもので、なぜ？理由は解明されていない

紫外線から守るためでは？の説。＊花言葉＝約束・元気・長寿。薬効は鎮痛,健胃、強壮、等

キシュウスズメノヒエ（紀州雀稗）イネ科スズメノヒエ属＊花期＝6～7月

名前の由来＝雀が好んで食べる稗に似ているから、紀州は和歌山で最初に発見されたので。

熱帯域に広く分布している、日本では関東以南で普通にみられる、日本では１９２４年に和歌山

県で初めて発見されたので紀州と名が付いた、特徴は穂が二又状（まれに三又もある）スズメノ

ヒエ属の中では背が低い、匍匐枝を長く延ばし、節の下部から根を出し花穂を延ばす、水質地を

好み水田の中で繁茂する嫌われ者だ。

ネジバナ（捩花）ラン科ネジバナ属＊別名モジズリ＊花期＝7～9月

名前の由来＝花茎の周りに螺旋状に並んで咲く「捻じれた花序」が由来。ネジバナハは右巻きと左巻きと

ある、捻じれない個体や途中から捻じれる方向を変える個体もある。右巻き、左巻きの比率は大体1：1

日当たりの様庭や芝生に普通に生えているが、同一個体での長期的に栽培するのは非常に難しい、

自生しているネジバナでも、ある場所で群生していたものがいつの間に消滅してしまっていたりして不安定

です、根と共生する菌根菌がおり、その関係があるかも、＊花言葉＝思慕

その他、以前紹介した植物、ハナハマセンブリ・トベラ・マンテマ・メヒシバ・エノコログサ、等
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